
髙山ひさお　市議会での質問と結果

●自治体経営における政策形成能力の向上について
（質問）市役所組織力向上のために民間企業で培った専門
　　　　知識を有する人材の受け入れを行ってはどうか。
（結果）来年度より大手企業からの人材派遣により行政
　　　　運営レベルの向上を図ることとなった。

●市民の生命財産を守る災害に強いまちづくり
（質問）鳩崎地区・高橋川周辺地区の道路冠水対策の抜
　　　　本的な対策工事推進について。
（結果）大雨冠水時など緊急時に排水ポンプ車を乗り入
　　　　れることができるよう堤防舗装工事がなされ
　　　　ました。

●文化財の保存・活用について
（質問）歴史文化を支える地域の歴史文化を支える仕組
　　　　みづくりについて。
（結果）クラウドファンディング制度の導入。

●公共施設跡地の適切な土地利用について
（質問）旧阿波小学校跡地は稲敷市のほぼ中央に位置

し、高台で地盤も良く、市の公共施設や民間
利用など適切な土地利用を図っていくべきで
ありますが、今回、十分な説明（議会へ予算
審議など）がなく、多額の費用を要する公共
施設の整備が進められようとしたことから、
事業の改善を進言する決議が全会一致で可決
されました。

●行政のデジタル化による市民サービスの向上について
（質問）市内公共施設（体育施設、公民館等）のインター
　　　　ネット予約の導入について。
（結果）江戸崎体育館でのインターネット予約業務を開
　　　　始し、順次、他の施設についてもインターネッ
　　　　トでの予約を可能とする予定。

　令和４年11月の市議会議員選挙で与えていただいた４年の任期のう
ち、２年が経過しました。
　この２年で思いを強くしたのは、稲敷市をはじめ、地方の多くの市町
村は、大きな時代の転換期を迎えているということです。
　人口減少・少子高齢化を背景に、災害に対する安全・安心対策、教
育・子育て支援、地域経済の活性化など、課題が山積しています。
　議員として２年が経過した今、スピード感を持ちながらも、未来を見
据えた着実なまちづくりの必要性を痛感しています。
　そのような思いから、私が所属する総務教育常任委員会より、今後の
公共施設・教育施設・特別支援学校のあり方について「政策提言書」を取りま
とめ、市長に提出しました。
　また、この度、総務教育常任委員会の委員長を拝命させていただきました。令
和７年からはこれまで以上に、未来を見据えた着実なまちづくりのために取り組
んでいく所存です。
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豊かな行政経験を活かした着実なまちづくり。
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●「茨城県南市町村議員有志の会」勉強会
「茨城県南市町村議員有志の会」勉強会に出
席させて頂きました。宇野善昌・復興庁事務
次官（元茨城県副知事）による講演「霞が関
の視点から見た茨城県南地域のポテンシャ
ル」、また、高市早苗・経済安全保障担当大
臣による有意義な情報や経験談を聞くことが
出来ました。

●常磐大学  吉田ゼミシンポジウムに参加 ●茨城ゴールデン。ゴールズ試合観戦
茨城ゴールデンゴールズVS読売ジャイアンツ
３軍のオープン戦が稲敷市桜川球場で行われ
ました。茨城GG「別名欽ちゃん球団」は
2005年桜川球場を本拠地とし創設された社
会人野球クラブチームです。2006年に解散
問題（市役所での担当が私でマスコミなどの
取材など貴重な経験でした）が発生しました

●ナガエツルノゲイトウ駆除現場視察
ナガエツルノゲイトウ（特定外来生物）駆除
現場を視察してまいりました。
坂本隆司・茨城県議の取りまとめによ
り、関係市町村（稲敷・龍ケ崎・美浦・
利根・河内）議員有志での、千葉県・手
賀沼での先進的な駆除の様子を視察して
まいりました。
ナガエツルノゲイトウは繁殖力が強く定
着すると駆除が困難であり、農業への被
害も予測されることから、千葉県では、
令和２年度から水草刈取船（ハーベス
ターと人力）による計画的な駆除を開始
しております。

つくば国際大学にて３日
間の講義プラス普通救命
講習を受講し、防災士の
資格を取得しました。

●いばらき防災大学講座

●障がい者センター
　「ハートピアいなしき」祭り
稲敷市文化祭、初日は小雨模様でしたが、ど
の会場（合併前の４地区）も大変な盛り上が
りでした。障がい者センター「ハートピアい
なしき」では、毎年、ボランティアの方々に
よるイベントやグッズなどの展示販売が行わ
れ通園者の個性を尊重した、「手づくり」の
催しは、子どもから大人まで楽しめる素晴ら
しい内容でした。

常磐大学吉田ゼ
ミ主催の「二元
代表制を極め
る、シンポジウ
ム」に参加しま
した。学生によ
る調査報告は大
変興味深いものでした。アンケート調査によ
る議員提案条例についての評価ついての問い
では、実に８割近くの方が好意的という結果
であり、今後の二元代表制、議会の在り方を
考えるうえで大変参考になりました。

が、後任とし
て片岡安祐美
ちゃんが就任
され、地域密
着型のチーム
運営が行われ
ています。

●江戸崎笑游館・ワーゲン祭り
商店街を歩行者天国と
して、多くのビートルや
カッコいい旧車が、颯
爽と勢揃いする地元密
着型のイベント、見ご
たえがあり、なかなか
の感動ものです。
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フ
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昭和36年(1961年)1月8日生まれ
昭和54年土浦日本大学高等学校卒業
昭和58年日本大学卒業
昭和58年稲敷市役所入庁（旧江戸崎町役場）
秘書広聴課長、市長公室室長などの
職責を経て、58歳のとき
副市長を拝命(平成30年)
令和4年11月無所属にて初当選、総務教育常任委員会所属 〈連絡先／TEL･FAX〉 029‒892‒8365

後援会入会募集！
あなたの意見をお聞かせください。
多くの市民の方々と膝をまじえ、腹をわったお話をしたい。
先輩たちが築き守ってきた「稲敷」を、子どもたちの夢と未
来のために、引き継いであげたいと思っています。

髙山 ■連絡先：〒300-0509
自宅：茨城県稲敷市江戸崎乙802番地10
TEL・FAX  029‒892‒8365
携帯：090‒2563‒4019
Ｅ-mail：q.q.h.taka-1961@outlook.jp

活動報告
更新中！

●NPO法人「茨城県南生活者ネット」が   
　主催する勉強会で講演
NPO法人「茨城県南生活者ネット」が主催
する勉強会に参加させて頂きました。加藤勉
龍ケ崎市議がコーディネーター役を務め、約
20名の会員の方々との意見交換会、テーマ
は「平成の大合の検証とこれからのまちづく
り」で、素朴な疑問や提言など活発な意見交
換会で大変勉強になりました。県南生活者
ネットは通称コムハウスを拠点に、様々な活
動（語学講座、各種イベント活動、自然保護
活動など）をして地域活性化に貢献している
法人です。

●高齢者運動会
江戸崎体育館で「高齢者運動会（江戸崎支
部・桜川地区）」が、23チーム・約300人参
加の中開催されました。
私も地元・天王チームで欠席者が出たことか
ら急遽チームに合流しました。輪投げや玉入
れなど各競技
に出場しまし
たが、全く戦
力 に な ら ず
チームの足を
引っ張ってし
まいました。


